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雲南省産伝統薬物に関する研究 (12) － Chloranthus spicatus の成分について (6)－
◯金　尚永1，柏田　良樹1，川添　和義2，村上　光太郎3，李　順林4，孫　漢董4，
高石　喜久1（1徳島大薬，2徳島大病院薬，3崇城大薬，4中国科学院昆明植物研）

【目的】当研究室では新しい治療薬開発・創製を目的とし、雲南省産伝統薬物の
成分研究を行なっている。演者らは、中国少数民族タイ族が高血圧の治療薬とし
て用いている Chloranthus spicatus（センリョウ科）について成分研究を行い、その
含有成分について報告している。今回さらに検討を行った結果 3 種の新規化合物
を単離・構造決定したので報告する。
【方法・結果】 2007年千葉県で栽培された C. spicatusの根を粉砕後 Et2Oで冷浸
抽出した。得られた Et2Oエキスを各種クロマトグラフィーにより分離・精製し、3
種(1-3)の新規化合物をを単離した。これらの構造は各種スペクトルデータの詳細
な解析により決定した。また、化合物 2, 3については ROESY及び CDスペクトル
の解析により絶対立体配置を含め図に示す構造と決定した。化合物 1 は lindenane
型 sesquiterpeneが C-15-C-15'、C-4-C-6'で spiro型に結合した Chloranthus属植物に
おける新しい結合様式の sesuiterpene dimerである。


